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①①①① WGWGWGWG メンバーリストメンバーリストメンバーリストメンバーリスト    

氏名氏名氏名氏名    所属所属所属所属    診療科診療科診療科診療科    

責任者責任者責任者責任者    ：：：：    福田福田福田福田    隆浩隆浩隆浩隆浩    国立がん研究センター 中央病院 造血幹細胞移植科 

中沢 洋三 信州大学医学部附属病院 小児科 

小池 隆志 東海大学医学部付属病院 小児科・細胞移植科 

桑原 英幸 大和市立病院（横浜市立大）   

大橋 一輝 がん・感染症センター 都立駒込病院 血液内科 

薬師神 公和 神戸大学医学部附属病院 腫瘍・血液内科 

今橋 真弓 名古屋大学医学部附属病院 血液内科 

名和 由一郎 愛媛県立中央病院がん治療センター 血液腫瘍内科 

森 有紀 虎の門病院 血液内科 

鬼塚 真仁 東海大学医学部付属病院 血液腫瘍内科 

西田 徹也 名古屋大学医学部附属病院 血液内科 

三原 英嗣 愛知医科大学病院 血液内科 

林 良樹 大阪市立大学医学部附属病院 血液内科 

小嶋 靖子 東邦大学医療センター大森病院 小児科学第一講座 

谷口 享子 兵庫医科大学病院 血液内科 

大島 久美 自治医科大学附属さいたま医療センター 血液科 

仲宗根 秀樹 自治医科大学附属さいたま医療センター 血液科 

長村 登紀子 東京大学医科学研究所附属病院 内科 

田野崎 隆二 国立がん研究センター 中央病院 造血幹細胞移植科 

藤田 浩之 横浜市立大学附属病院 リウマチ・血液・感染症内科 

鈴木 律朗 名古屋大学医学部附属病院 造血細胞移植情報管理・生物統計学 

土居崎 小夜子 名古屋大学医学部附属病院 小児科 

松本 公一 名古屋第一赤十字病院 小児医療センター血液腫瘍科 

鈴木 信寛 札幌医科大学附属病院 小児科 

辻 正徳 虎の門病院 血液内科 

藤田 直人 広島赤十字・原爆病院 小児科 

加藤 元博 埼玉県立小児医療センター 血液・腫瘍科 

兵 理絵 名古屋大学医学部附属病院 造血細胞移植情報管理・生物統計学 

田口 潤 長崎大学病院 血液内科（原研内科） 

坂口 大俊 名古屋第一赤十字病院 小児医療センター血液腫瘍科 

谷口 修一 虎の門病院 血液内科 

横山 洋紀 東京慈恵会医科大学附属病院 造血細胞治療センター 
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        研究課題名研究課題名研究課題名研究課題名    PrincipalPrincipalPrincipalPrincipal        investigatorinvestigatorinvestigatorinvestigator    

同種造血幹細胞移植後の出血性膀胱炎（HC）に対する標準的予防法・早期治療法の確立に向けた抗ウ
イルス薬の HC 発症抑制効果に関する検討 

中沢 洋三   

③③③③ 会議開催記録会議開催記録会議開催記録会議開催記録    

④④④④ WGWGWGWG の今後の活動方針・抱負などの今後の活動方針・抱負などの今後の活動方針・抱負などの今後の活動方針・抱負など            

同種造血幹細胞移植後は、移植関連死亡が２～３割と高い点が最大の課題であり、その半数以上で感染症、臓器障害など、GVHD 以外

の合併症が原因です。本WGは、一元化データベースを基にして「GVHD以外の合併症」に関する後方視的研究を行うことにより、日常臨

床に直結するエビデンス作成を目標とします。 現在、10 個の研究テーマに取り組んでおり、「非血縁移植におけるウイルス感染症」、

「CMV 感染症」、「出血性膀胱炎」、「HCV ウイルス感染」、「真菌感染症」、「COP/BOOP」、「HCT-CI による予後予測」の 7 研究に関して

は、本年度中に解析を開始します。残りの３研究、「非感染性肺合併症」、「微小血管症（TMA）」、「類洞閉塞症候群（VOD/SOS）」に関し

ては、二次調査を要するため、承認審査が行われた後に開始する予定です。本研究の成果を基にして、合併症に対する治療薬の国内

での適応拡大・早期承認へ繋げるように取り組んでいく予定です。二次調査が必要となりますが、ご協力よろしくお願い申し上げます。 

日時日時日時日時    場所場所場所場所    会議内容会議内容会議内容会議内容    

1/15/2011 都立駒込病院 メンバー紹介、研究テーマ確認、今後の予定 


